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合 成 卵 胞 ホ ル モ ン(ロ バ ー ル)の 使 用
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L緒 言

前立腺肥大症及び前立腺癌に対する治療法 としては腺腫別除を行 う根治療法を最良とする

が,両 疾患とも高年者に発生するので 手術的浸襲に耐え得る体力が必要で ある事 と癌の進

行度 とが問題 となつて 屡々保存的療法が 施行 されている・その一つとして 内分泌説に 立脚

せるホルモン療法がある.

男子附属性器である前立腺が男性 ホルモンに関係ある内分泌臓器の一つであることは云 う

まで もない,そ れ故,男 性 ホルモンの支持が なくなるとその代謝機能は急速に 減退して行

く.前 立腺疾患 とホルモン療法 との関係が注 目されるの もこの為である・前立腺肥大症の性

ホルモン療法に就ては1930年 頃よ り諸家の 報告が行われ,そ の際に男性 ホルモンが 有効

なりとする者 も.女 性ホルモンが有効なりとする者 もあつた.次 で 前 立腺 癌に対 して も

Huggins(1941)が 女性ホルモンの有効なる事を発表して以来・旺んに追試 され・究明され

る様になつた・近年に至 りホルモンに関す喬生化学の進歩と共に種々優秀なる製剤が作られ

る様にな り,之 らの前立腺疾患の治療を容易ならしめると共に著しい効果を挙げた報告が数

多 く発表されている.

余等は嘗て之らの前立腺疾患に女性ホルモン剤を使用した経験を発表したが,最 近の当教

室に於ける合成卵胞ホルモン(ロ バール)の 使用例10例 に就て,そ の成績 と老 察 を述べ

る.

IL症 例

第1例:81才,δ ・無職 初診:昭 和29年1

月9日.診 断=前 立腺肥大症,

現病歴12日 前より何等誘因と思われる もの なく

排尿困難 尿意頻数となり・昨日より排尿不能となり

来院す,直 腸内触診上前立腺は両葉・特に右葉が腫大

し,そ の上極に辛うじて指が達し得る程度にして,表

面平滑,弾 力性硬である.膀 胱鏡的に前立腺縁全面に

亘り軽度に膨隆し・表面平滑である.腎 機能はインジ

ゴカル ミン試験 で 正常

綬 過:1月10日 入 院,以 来 持 続 カ テ ー テルを

挿 入 す る と同時 に ロバー ル5万 単 位 を隔 日に 注射 し・

計10本 注 射,1月27日 に は持続 カ テ ー テ ルを抜

去 して 自然 排 尿150cc,残 尿100cc.2月4日 に

は触診 上 前立腺 は表 面 平滑,腫 大 消失 し,2月10目

には 残尿消 失 し,2月15日 殆 ど全治 退院 した・

第2例:68才,6,無 職 初 診:昭 和29年1
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月14日.診 断:前 立腺肥大症

現病歴=約4年 前より脱肛感及び排尿障碍が時U

あつたが何等治療することなく今日に至る.昨 日より

急に尿閉を来たしたので来院,直 腸内触診上前立腺は

表面平滑・弾力性硬・腫大し.圧 痛なく・膀胱鏡検査

時に血尿あり・膀胱粘膜は全休に充血し,高 度の肉柱

形成が認められ・左尿管ロは前立腺餓躾にかくれて見

えず,右 尿管ロは大さ・形状・可動性等正常なるも高

度の充血あり・インジゴカルミン試験で軽度の腎機能

障碍が認められた・(初発 右:8分25秒 ・左:8分

25秒)・

経 過:1月15日 入院,以 来持続カテーテルを

挿入と同時にロバール5厨 単位を毎日注射し,計20

本注射,1月30日 両側除睾術・ この間 尿路殺菌剤

を投与し経過を観察するに血尿は消失したが 自然排

尿なく・触診上及び膀胱鏡的に前立腺は以前と変化な

かつた.2月6日 前立腺別出術を施行した.

第3例:55才 、 δ、僧侶.初 診:昭 和29年2

月5日.

診 断=前 立腺肥大症・膀胱結石・膀胱炎

現病歴:約10年 前より徐4に 尿意頻数が高度 と

なり,10日 前夜中に突然発熱40。Cと 尿閉を来たし

某医師にペニシリン注射を受け排尿し得る様 になつ

たが,2日 前より全く排尿不能となり来院した・直腸

内触診上左右両葉対称的に腫大し,弾 力性硬で,膀 胱

鏡的に全膀胱粘膜は充血し・三角部後方 側駿にかけ

て高度の肉柱形成を認め 且つ前立腺中葉 に相当す る

厳袈が著明に膨隆して・両側尿管口は前立腺雛襲にか

くれて見られなかつた。亦左側裳に大豆大の黒い結石

が認められた.腎 機能はインジゴカルミン試験で10

分まで色素の排泄がなかつた,X線 で両側腎水腫・

尿管水腫が認められた.

経 過:2月5日 入院,以 来持続カテーテルを挿

入・尿路殺菌剤を投与すると同時にロバール5万 単

位を毎日注射し,計14本 注射後カテーテルを抜去

した所,尚 残尿100ccあ り,自 覚症状は軽 快 した

が・触診上及び膀胱鏡的に前立腺腫大の大さに変化は

見られなかつた.腎 水腫は去つたので入院後18日

目に前立腺副出術を施行した.

纂4例:66才,♂,菓 子商.初 診:昭 和29年

5月13日.

診 断;前 立腺肥大症.

現病歴:約6ケ 月前より頻尿,多 尿 を来 た し,2

週間前より排尿困難となり,遷 延性及び再延性排尿・

且つ軽度の排尿痛あり,4日 前より完全な尿閉を来た

した.某 病院で注射(注 射薬名不明)を 受けるも治癒

せず・5月14日 入院 直腸内触診上前立腺 は腫大

し・その上極に辛うじて指が達し得る程度にして表面

平滑・弾力性硬・尿は黄色・多少血性を帯び・膀胱鏡

的に膀胱粘膜は中等度の肉柱形成あり・前立腺搬襲は

著明に膨隆し,周 辺は平滑,腎 機能はインジゴカルミ

ン試験で10分 まで両側共に色素の排泄 な く,X線

腎孟撮影法で右腎孟拡張像・左腎は腎水腫様であつ

た.

経 過1入 院以来持続カテーテルを挿 入 と同時に

ロバール5万 単位を毎日注射し,計14本 注射,そ

の間抗生物質,尿 路殺菌剤を投与するに,頻 尿と多尿

は消失,血 尿 も消失,腎 水腫も消失して自覚症状は著

しく軽快したが,触 診上及び膀胱鏡的に前立腺 の大

さ,硬 度の変化はなかつた.後 に前立腺捌出術を施行

した,

第5例:60才 δ,養 鶏 業 ・初 診:昭 和30年

1月30日.

診 断:前 立 腺肥 大症,

現 病歴;5～6年 前 よ り時 々排尿 困 難あ り,最 近 に

な り尿 線細 く排 尿終末 時疹 痛・頻 尿(毎3〔,分)あ り・

直腸 内触 診上 前立腺 は腫 大 し・辛 う じて指 がそ の上極

に達 し得 る程 度 で表面 平滑,弾 力 性硬,圧 痛 な く,膀

胱粘 膜 は高度 の肉柱形 成・ 前立腺 厳 躾は腫大 し,特 に

その 中葉が腫 大 し ため に左右 の尿管 口は 見 えず,イ

ンジゴ カル ミン試 験 で腎機 能障 碍 を認 め られる(15

の まで色素 の排泄 なし).尿 道撮 影 で 前立腺 は 鶏 卵大

に腫大 し,残 尿500cc.

経 過:2月5日 入 院,以 来 尿 路殺 菌剤 を 投与,

持続 カ テーテ ル を挿入 し,ロ バール5万 単位 を毎 日

注 射 し,計14本 注 射 す.自 覚 症 状は薯 し く軽 快 す

る も2週 間後,尚 残尿150ccあ りて腫脹 の 縮 小傾

向が なかつ た.後 に前立 腺 別出術 を施 行 した。

第6例:78才 δ,織 物 業.初 診;昭 和29年

8月15日.

診 断:前 立腺 肥大 症

現病歴:約1ケ 月前 よ り夜 間3回 排 尿,10日 前

よ り頻 尿(毎1時 間),尿 線細 くな り遷 延 性 及 び 再

延性 排尿 とな り,現 在 は尿閉 となる.前 立腺 は直腸 内

触診 上腫 大 し,弾 力性硬 で表 面 平滑,尿 道撮 影 で後部

尿道 が延 長 し前立 腺 は膀 胱 内 に突 出 し・不 正形 な陰 影

となつ てい る.膀 胱 鏡的 に・ その後 躾 に肉柱 形成 及 び

全膀 胱 粘膜 の充血 を見・ 左尿管 口は前立 腺搬 躾 の腫 大

のた め見 えず,イ ン ジゴカル ミン試 験 で腎機能 は正 常

(初発,左 右 共5分15秒)
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経 過:入 院 以来持 続 カテ ーテ ル を 挿 入,尿 路段

菌 剤 を投 与 し,8月30日 両側 除睾 術 と同時 に ロ バ

ール5万 単 位 を毎 日注 射 し,g月14日 持続 カテー

テ ルを抜 去 す るに 自然 排尿 な く,更 に ロパー ル注射 を

継 続 し経過 観察 す るに ロバー ル5万 単 位 を毎 日注 射・

計21本 終了後,尚 前立線 縮 小 の 傾 向 な く・ 残 尿

300cc(入 院時700cc)あ り.自 覚 症状 の軽減 は 多少

あつ た,後 に前立 腺 別出術 を施 行 した・

第7例173才,δ ・教 授 ・初 診:昭 和29年

H月20日.

診 断:前 立腺 肥大症

現 病歴:約3年 前 に突然 尿閉 を来 た し某 医 大 で
'

女性 ホル モ ン療 法 を受 け治 癒 す.そ の後2回 同様 な

症状 が あ りた る も特別 の治 療 せず 自然 治 癒 した.本 年

11月 より再 び排 尿困 難(遷 延li生及 び 峙延性 排尿)・ 頻

尿(15分 ～6{〕 分 に1回,夜 間 は3～5回)あ り・

来院 時直腸 内触 診上 前立腺 は弾 力性硬,表 面平滑,腫

大 し,そ の上極 に指 が達 し得 る程 度 に して,尿 道 撮影

で尿 道後部 は延 長 し 膀 胱鏡 的 に膀胱 粘膜 は肉柱 形成

著 明 にして左 右尿管 口は前 立 腺 鐵 襲 の膨 隆の ため 見

えず・特 に右 葉腫 大.腎 機能 は インジ ゴカル ミン試験

で正常.

経 過:11月26日 入 院,以 来 ロバ ール5万 単

位 を毎 日注射 し・計33本 注 射.入 院 時残 尿280cc

あつた が12'月14日 には残尿20ccと な り,自 覚

症 状 も著 し く軽快 す.更 にX線 深部 治療 を行 い 前立

腺縮 小 し・ 自然排 尿全 く可能 とな り・頻 尿 ・残 尿感等

も消失 し殆 ど全治 退院 した.

第8例:78才,6,農 業.初 診:昭 和29年

3月2日.

診 断:前 立腺癌,

現病歴:約2年 前より頻尿あり・最近ではロ喝

感,熱 感・残尿感等ありて・現在では排尿困難が特に

夜間に強くなり・尿線細 く且つ遷延性排尿である.3

月10日 入院時には栄養・体格共に良好・貧血なく・

直腸内触診上前立腺は両葉共に腫大し・表面不平・硬

度固く,境 界明瞭,膀 胱鏡的に両側髪・後袈は肉柱形

成著明,膀 胱三角部・両側尿管ロは前立腺腫大のため

不明.

経 過:入 院するや直に尿路殺菌剤・両側除睾術

と共にロバール5万 単位ζ毎日注射し 計21本 注

射,そ の終了後は自覚症状は著しく軽減し・排尿障碍

も夜間の排尿開始時のみに努力を要するが排尿時の

不快感・残尿感は全 く消失し・尿も透明となつた.亦

前立腺は触診上も・膀胱鏡的にも縮小・軟化して来た

が更にX線 深部治療を施し殆ど全治退院した・

第9例:75才6,無 職・初診:昭 和29年

6月1日.

診 断:前 立腺癌.

現病歴:約 】ケ月前に何ら原因と思われ ること

なく突然に排尿困難を来たし・某医にペニシリンとド

ミアンの注射を受けて1週 間で 自覚症状 治癒せる

も・5日 前より再び排尿困難と血尿を伴 い・排尿時

に陰茎に疹痛を感ずる様になつた.6月8日 入院・

当時,体 格,栄 養共に艮好,貧血なく,直腸内触診上前

立腺は右葉が球状に腫大し・表面不平・硬度固く・膀

症例

1

2

3

4

5

6

7

8

9

診 断 名

前 立 腺肥 大 症

同 上

前立腺肥大症兼
膀胱結石,膀 胱炎

前 立 腺 肥 大 症

同

同

同

上

上

上

前 立 腺 癌

同

iOl同

上

上

ロバ ール使 用量

(1本50000単 位)

10本

20〃

14〃

14〃

14〃

21〃

33

21

14

25

〃

〃

効 果鰍 糠 男

著 効

自覚 症 状
{二少 し軽 快
自覚 症 状
{軽 快

{皇覚鱗

{皐覚症蕩
自 覚 症 状
{少 し軽 快

{轄 症蕩
著 効

著

著

効

効

な し

両側除睾術

な

な

な

し

し

し

両側除睾術

な

な

し

し

両側除睾術

{興 磐 蓼

備 考

前立 腺別 出術 施行

前立 腺別 出術 施行

前立腺別出術施行

前立 腺別出術 施行

前立腺 別 出術施 行
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胱鏡的に膀胱 粘膜 は肉柱 形成 著 明に して・膀胱 三角部

は前立腺腫大 のた め形 状 不正 ・前立腺 鐡 裳は鶏 卵大,

特に中葉が腫大 してい る.

経 過:入 院 と同時 に両側 除睾 術 と 共 に ロパー ル

5万 単 位 を毎 日注射 し・計14本 注射 す るに 注 射 終

了後には前立腺 腫大 は消失 ・表 面平 滑 ・境 界鋭 利,弾

力性 硬 を示 し・排尿 困難 ・その他 の障 碍 もな く全 治 退

院 した,

第10例:82才 ・6・ 無職.初 診:昭 和30年

7月14日.

診 断:前 立腺癌.

現病 歴:約9ケ 月前 に前立 腺 肥大症 の診 断 で 入

院,手 術 の結 果 ・前立腺 癌(腺 癌)の 診 断 を受 けて ロ

バール5万 単位 ・計20本 注射 とX線 深 部治療336

r×14回 照射 を行 い・殆 ど全 治退 院 せ るに・ 退院 後

6ケ 月 目に少量 の飲 酒 ・そ の夜 中 よ り全 血 尿 を来 た

し・血尿 の ため閉 尿 とな り7月14日 来 院 し,ロ バ

ー ル5万 単位 注射 を続 ける と共 に止血 剤 を 投与 す る

に 出血 は少 くなつ たが ・尚血 尿 あ りて7月24日 入

院 ・当時休 格 ・栄 養稚1々不 良 で貧血 あ り.直 腸 内触 診

上前立 腺 は硬 固・表 面不 平・腫 大 ・圧 痛等 な く・膀 胱

鏡 的 に膀胱 粘膜 は充 血 し・膀 胱 三角 部及 び尿管 口等 は

出血 のた め見 えず・前立 腺搬 襲は不 正形 に腫大 し浮腫

状 発 赤 あ り・

経 過1入 院 後 もロ バール5万 単 位 の注 射 を つ

づ けるに8月7日(ロ パール5万 単 位 ・計25本

・使 用時)に は頻 尿 ・排 尿痛 ・出IU.は 消 失 し・腺 腫 縮

小 ・軟 化 したが更 に8月1(工 日に両 側 除睾術 を行 い・

8月13日 よ りコーチ ゾン内服 し,8月 末 自 覚症状

記他覚 症状 辻殆 ん ど消 失 して全治 退院 した.

III・ 総 括

以上の症例,即 ち前立腺肥大症 も,前 立腺癌も共に老人性疾患で排尿障碍を主訴 とするこ

とが多く,且 つ前立腺 とい う男性ホルモンと極めて関係の深い臓器より発生する疾患である

が両者は全く異なる性質を有する疾患である.Wugmeister(1937)は 前立腺肥大症が正常

男性に存在する・エス トロンの欠乏に基 くものとな し,大 量のエス トロン投与により機能恢復

及び前立腺腫の縮小せるを報告 した.爾 来,多 数の学者はエス トロジエン様物質を使用 して

良効なる結果を報告している.更 にHugginsに より前立腺癌に対する女性 ホルモン療法が

確立せられてより旺んに癌に対する追試と検討が為されること㌧となつた.市 川氏によれぽ

肥大症に女性ホルモンが奏効するのは女性桑ルモンの有する薬理作用によつて肥大症の症状

を増強する様な随伴性の変化の消失か,或 は癌を併発 した肥大症に於て癌の部分が縮小した

ためかであると述べている.

先に三矢,吉 田,小 林等,そ の他から女性 ホルモン療法により前立腺肥大症に好結果を挙

げた報告がある.吾 々が,こ ・に新しく経験した症例を要約すれば,肥 大症に対する女性ホ

ルモン療法が著しく臨床症状を改善したとい う症例,即 ち奏効を思わせる症例は確かにある

が前立腺癌に対する効果程の成績は挙げ得られなかつた.即 ち,こ れらの症例に使用したホ

ルモン量は大量とは云えないが,こ の程度で も癌に対しては腫大 した前立腺を縮小軟化せし

める傾向が大である様に思われた.

次に前立腺癌は男性ホルモンの支配下にあつて自律性の発育を有する悪性腫瘍であるが,

生体が有するホルモンによつて調節出来るとの考えたがHugginsに より実証 されたことは

先に述べた.今 や癌のホルモン療法中,又 は癌の薬物療法中に於て前立腺癌に対する女性ホ

ルモン療法は不動の地位を占めているが,そ の発情ホルモンの前立腺癌に対する作用機転に

不明の点が多いため発情ホルモンの如何なるものを使用すべきかが問題となつて居 り,普 通

は経験的な面から台成発情物質が多く使用 されている.又 大量の発情物質使用は男性ホルモ

ンを分泌する副腎皮質肥大を招 くため皮質機能元進を起 さぬ発情物質たることを要する(こ

の結果TACE:P-tri-a-nicy1-chloroethyleneな る化合物が副腎肥大を 起すこと少 く且つ



114 稲田,卜 部一前立腺肥大症と癌に対する合成卵胞ホルモン(ロ バール)の 使用

作用特続 も長いと云われているが未だ他の合成発情物質 より優れていると云 う実証はなヤう

がこの要望に対する様な理想的な台成発情物質の決定は今後に侯たねばならぬ・次に投与量

に就ては諸家により著しく異つている.即 ちFlockは 大量投与が必ずしも奏効するとは限

らないと述べている.即 ち腫瘍細胞の発育が性ホルモンに支配されぬ ことが あ るか或は途

中無効即ち細胞が反応しなくなることがあり,又 大量投与は副作用が強く実際面に利用する

に難しく.同 時に発情ホルモンにより誘発せられる副腎の男性ホルモンの分泌充進を促す・

Smith(1952)は 女性ホルモン投与の場合は注射量の基準を決定する一指標 として尿中ステ

ロイド,特 に17-KSの β分劃の測定を提唱 している・

吾々が使用 したのは一日量ロパール5万 単位で 使用量としては少量の部に 属するが,臨

床症状の改善あ り,又 腫瘍はその使用量に比 して縮小及び軟化の傾向を大に示し,極 めて良

効なる成績を得たと共に何等の副作用も認められなかつた・

・IV.結 論

(1)前 立腺肥大症7例,前 立腺癌3例 に就て合成女性ホルモン(ロ バール)の 使用成績

を述べた.

(2)前 立腺肥大症に対しては7例 中1は 著効,3例 は 自覚症状の著しい改善,3例 は

自覚症状の軽快が見られた・

(3)前 立腺癌に対しては3例 共に臨床症状の改善と共に腫瘍の縮小,軟 化が見られた.
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